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※ 詳細が決まり次第、弊社HP にて
　お知らせいたします。

「所有」から「利用」へ
クラウドで最適なサーバリソースを

ご提供します

データセンター

ビジネス向け SaaS 型（月額版）
ウイルス対策サービス
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月額利用料
１ライセンス 450円（税別）

補助金 活用セミナー補助金 活用セミナー補助金 活用セミナー
Coming
Soon!

必要なサーバインフラを
必要な期間利用

メモリやディスク領域の
増減も容易

運用・監視もおまかせ

PCとスマホを集中管理

総合的な防御力

PCの負荷軽減！

手間の掛かる管理業務の軽減、
さらに管理サーバーレス

素早く対応、多層防御

クラウドテクノロジーによる
クライアント PCの負荷軽減

楽々!

強い !

軽い !

「所有から利用へ」クラウドシフトによる効率化の取り組み

　富山商工会議所様は、富山市の商工業の総合的な改善・ 
発達を図り、地域経済を健全に発展させ、あわせて地域全般
の福祉の増進に寄与することを目的とした地域の総合経済
団体です。住みよく魅力ある富山市づくりを促進していく
ための活動を行っておられます。
　今回は、サーバの自社運用をやめ、クラウド利用に切り替
えた事例について、中小企業支援部 情報課 課長代理 古田 
武司 様にお話を伺いました。（以下、敬称略）
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緊密に連携を取っていただいたおかげで、クラ
ウド利用への切替は業務への影響なくスムー
ズに完了しました。クラウド利用に切り替えた
ことで、サーバのメンテナンスや停電対応など
の運用保守作業の問題から開放されました。
　実はクラウド活用をきっかけに働き方の幅
が広がることを期待していました。まだ実践に
は至っていませんが、クラウド利用に切り替え
たことでテレワークの下地は整ったと思って
います。また、コロナ禍も重なり、新たな働き方
も浸透しました。職員の端末 20 数台を Web 
カメラ付きノートパソコンに入れ替えたので
すが、職員が Web 会議ツールと組み合わせて
オンラインでセミナーを開催したり経営支援
するケースが増えてきました。一連の環境変化
による職員の意識変化を実感しており、さらな
る働き方変革の「ひらめき」に期待しています。
　今後の展望を教えてください。
古田： テレワークが可能になれば、支援先訪問
時も商工会議所業務システムに接続できるの
で、資料提供やスケジュール調整など支援業務
に必要な情報にすぐにアクセスできます。テレ
ワークの活用により、経営支援体制の強化につ
ながればと考えています。
　貴重なお話ありがとうございました。

　検討のきっかけを教えてください。
古田： サーバ運用保守の担当は私を含め 3 名
いましたが、実質は IT に詳しい 1 名に作業が
偏っていて、属人化していました。また、事業継
続の観点からも、サーバの自社運用はリスクが
あり、サーバ導入から 5 年近く経ち、更新の時
期が迫っていたことから、クラウドを活用する
前提で検討を始めました。
　どのような運用だったのでしょうか？
古田： 事務所の一角に設置していたサーバで、
ActiveDirectory （Windows パソコンの機能や
ユーザー情報を一元管理する機能）、商工会議
所業務システム、ウイルス対策管理サーバを運
用していました。
　導入の決め手を教えてください。
古田 ： HCS さんとは10 数年来のお付き合いで、
当時のサーバも HCS さんから導入したもの
だったのでご相談したところ、剱データセン
ターを活用したサーバ更新案をご提案いただ
きました。データセンターの利用には、システ
ム移管・ ネットワーク構築・ データセンター
運用など専門知識が必要ですが、HCS さんには
各分野のスペシャリストが揃っていて、ワンス
トップで解決できる総合力の高さが決め手に
なりました。
　導入してみていかがでしょうか？
古田： HCS さんのクラウドサービスを利用し
ています。ActiveDirectory と商工会議所業務シ
ステムは、クラウドサーバ上での運用に変更し
ました。ウイルス対策は管理サーバがいらない
HCS さんのクラウドサービスへ切り替えまし
た。HCS さんには営業を中心にシステム/ ネッ
トワーク/ データセンターの各部門のご担当と
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　 た か ひ ろま つ む ら

お問い合わせ編集後記

HCSのよこがお

北陸コンピュータ・サービス株式会社

営業本部　ICTイノベーション推進室

TEL (076)495-9824　FAX (076)495-9843
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1992年、米国の大手スーパーで販売
データを分析してみると、「おむつを買う
人はビールを買う傾向にある」といった
当時の常識では考えられない意外な購買
行動が発見されました。父親が
仕事帰りに子どものおむつを買
いに来るついでにビールを買っ
て帰るのでしょうか。
売り上げをアップさせるには「おむつ
とビールを近くに陳列する」方法や、逆に
「おむつとビールをわざと遠くに陳列し、
導線上に買ってもらえそうな商品を配置
する」といった方法などがありそうです。
配置した結果にさらに、「顧客はどんな

服装か」「誰と一緒に来店しているか」「店内
でどんな曲が流れているか」といった他の
データを合わせて分析してみると、おもし
ろい発見があるかもしれません。
このように、異なるデータを収集し、分
析・仮定・検証して価値を創造していくこ

とを「データサイエンス」と言い、現在あ
らゆる産業で注目されています。
しかしデータサイエンスには「統計学」

「市場動向」などの知識も必要となり、一
朝一夕に使いこなすことはできません。
とは言え、ますます加速する市場変化に
対応するには、経験や勘ではなくデータ
の力が必要不可欠です。それでは、私たち
にできることは何でしょうか。
まずは、あらゆる問題に対して、「デー
タ活用により解決できないか」と「疑って
みる」ことから始めてみてください。デー
タを分析する際は、●●と△△は関係し
ていないか、と予め「推測」することが大
切です。自身で上手く分析できなければ、
ツールや専門家に任せるのも良いかもし
れません。分析することが目的とならな
いよう、「目的・課題」を明確にし、分析結
果からどのような「行動（判断）」をするの
か考えることも重要です。

皆さまが、これから待ち受けている時代の変化に対応できるよう、HCSが「全力で」ご
支援いたします。本年もよろしくお願いいたします。

デジタル化が進み、様々なデータを容易に入手できるようになりました。これまで経験
や勘で判断していたことが、データを解析すると意外な法則を発見できることがあり
ます。データ中心に考えるビジネスの時代が始まっています。

ビールと一緒に売れるモノは？
今では至る所で目にするコーヒー・
チェーン店。共存している、高級感あるア
メリカ企業と庶民派の日本企業。どちら
もヨーロッパのエスプレッソ・バーや立
ち飲みカフェを徹底的に真似ることから
始まりました。国の文化や社会情勢の違
いから模倣だけでは人々に受け入れられ
ず、試行錯誤の末、独自のス
タイルを確立しています。
コーヒー・チェーン店だけ

ではありません。実は、彼の有
名なピカソやエジソンなども真似ること
で成功を収めています。彼らに共通して
いるのは、徹底的に研究し模倣すること
から始めたという点です。その過程で得
た成功や失敗の経験から、本質を見抜き、
自分なりの付加価値を加えてイノベー
ションを生み出したのです。
イノベーションは一度で終わりではあ
りません。顧客嗜好や市場動向の変化に
合わせ、「模倣」や「差別化」を繰り返すこ
とで、いつまでも魅力のある企業 ・モノ・
サービスにブラッシュアップしていける
のです。

物事は真似ることから

ウイスキーや焼酎な
どの蒸留酒を一人で飲
むのが、毎日の楽しみ
です。ボトルは20本ほ
ど家に飾ってあり、今
も少しずつコレクショ
ンが増えています。高
価なお酒は、大変だっ
た仕事の後の、自分へのご褒美です。

 ■ 現在の業務内容は？

大手IT企業で使われているサーバ
の監視、メンテナンスや障害対応を
行っています。サーバ上ではお客さま

の社内システムが動いており、世界
中から日々アクセスされるので、責
任重大です。扱うサーバは600～700
台、ハードディスクは15,000ほどに
なり、規模が大きいため、毎日どこか
しらに不具合が生じてしまいます。
原因突き止め～復旧まで、時間との
勝負です。
これまで自分が培ってきたノウハ

ウをHCSのノウハウとして社内に広
めていきたいと思います。

■ 自分へのご褒美

先月春一番が吹き、暖かい日が増えました。待ちに
待った春の訪れです。
最近、データ分析ツールを使う機会がありました。初めて使

うので、最初は使いこなすのに試行錯誤。ちょっと使えるよう
になると、「このデータから何か改善できることはないだろう
か」と考えるようになりましたが、それが過ちでした。「何を目
的に分析しているの？」と先輩からの一言に固まってしまい
ました。データ分析に限らず、目的は見失わないようにしない
といけませんね。（まつお）


